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              平

成
十
八
年
度  

第
11
回  

定
例 

班
長
会
議 

 

平
成
19
年 

２
月
３
日
19
時 

（
出
席
23
名
） 

 

★ 

主
な
議
題
と 

討
議
内
容 

 一
、
定
期
総
会
に 

向
け
て 

 

①
総
会
開
催
案
内
の
回
覧
と
、
出
席
又
は
委
任
の
調
査
方

法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

 

※
回
覧
の
結
果
、
意
思
表
示
の
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、

現
役
員
が
戸
別
訪
問
し
て
確
認
す
る
。 

 

※
欠
席
者
に
つ
い
て
は
委
任
状
に
署
名
捺
印
を
依
頼
す
る
。 

 

②
総
会
資
料
の
作
成
に
つ
い
て
…
担
当
者
の
確
認
。 

 

③
総
会
議
長
の
選
任
に
つ
い
て
…
当
日
立
候
補
者
が
い
な

い
事
を
想
定
し
、
予
め
候
補
者
を
選
定
し
内
諾
を
得
て

お
く
作
業
を
町
会
長
に
一
任
し
ま
し
た
。 

 

④
総
会
開
催
準
備
の
た
め
、
３
月
24
日
（
日
）
に
臨
時
の

班
長
会
議
を
開
催
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 

二
、
会
計
出
納
報
告 

 
 

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
つ
い
て
…
千
葉
県
共
同
募

金
会
佐
倉
支
会
よ
り
「
上
志
津
原
町
会
の
募
金
合
計
額
は
10

万
１
千
583
円
で
し
た
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

三
、
新
年
度
役
員
に
つ
い
て 

例
年
２
月
の
班
長
会
議
で
は
、
次
年
度
の
班
長
さ
ん
も
集 

ま
っ
て
、
次
年
度
役
員
の
互
選
会
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
年

は
順
調
に
互
選
が
行
わ
れ
た
様
で
、
役
職
一
覧
表
も
で
き
ま

し
た
。
例
年
新
役
員
の
紹
介
は
４
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、一
覧
表
が
で
き
ま
し
た
の
で
早
速
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
成
19
年
度 

上
志
津
原
町
会
役
員
一
覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
を
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
） 

町 

会 

長  
 
  
 

大 

内 
   

茂 

（
八
紘
苑
下
） 

副
町
会
長
…
兼
務
す
る
担
当
ご
と
に 

〃(

道
路
担
当
） 

田 

生  

妙 

則  

（
大
和
台
）  

〃(

自
治
会
館
担
当
兼
防
犯
指
導
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

八 

嶋  

純 

子  

（
東 

邦
）  

〃(
街
灯
担
当
） 

斉 

藤 

充 

弘 

（
七
・
八
組
） 

会 
 

計 
 
 
  

須 

藤 
   

滋  

（
九 

組
）  

文 
 

書 
 
    

小 

野 

和 

夫 

（
栗
林
一
班
） 

盆
踊
り
（
部
長
）  
佐 

藤 

秀 

夫  

（
商
店
街
）  

 

〃          
  

東
門
口 

俊 

昭 

（
南
原
二
班
） 

 

〃  
 
 
   
  

藤 
島  
良 

三 

（
三
・
四
組
） 

 

〃  
 
 
   
  

太 

田 
賀 
要 

（
栗
林
二
班
） 

 
 
   
 
 
  

 

〃  
 
 
   
  

下 

澤 

正 
俊 
（
吉
野
二
班
） 

運
動
会
（
部
長
）  

井 

上 

敏 

浩  
（
一 

組
）  

  

〃 
 
 
   
 
 

杏 

戸 

民 

子  

（
十  
組
）  

 

〃 
 
 
     

 

庄 

子 

信 

男  

（
幸 
野
）  

 
 
 

〃 
 
 
    

  

川 

名     

晃 

（
玉
木
二
班
） 

ス
ポ
新
年
（
部
長
） 

林 
   

貴 

浩 

（
玉
木
一
班
） 

  
  

〃  
 
   
 
  

高 

橋 

福 

代  

（
原
二
班
） 

 

〃 
  
 
   
  

阿 

部 

伸 

幸 

（
二
組
東
班
） 

 

〃 
  
 
   
  

小 

塚 

英 

典  

（
新
栄
台
） 

環
境
衛
生 (

部
長)   

河 

野 

澄
美
枝 

（
南
原
一
班
） 

 

〃    
 
 
 
  

菅 

野 

保 

子 

（
八
紘
苑
上
） 

広   

報
（
部
長
）  

三 

井 

正 

敏  

（
原
一
班
）  

 

〃 
  
 
 
 
  

村 

田  
  

進  

（
五 

組
）  

 
 
  

〃 
  
 
   
  

井 

上 

又 

男 

（
二
組
西
班
） 

 
 
  

〃 
  
 
    

 

中 

村 

公 

俊 

（
吉
野
一
班
） 

  
 
 

〃 
  
      

 

斉 

藤  
  

知  

（
光
ヶ
丘
）  

 

平
成
十
八
年
度 

第
12
回 

定
例
班
長
会
議 

３
月
３
日
19
時
〜 

（
出
席
23
名 

欠
席
１
名
） 

 

★
主
な
議
題
と
討
議
内
容  

 

一
、
定
期
総
会
準
備
の
件 

※
本
年
度
は
「
新
規
団
地
単
位
の
班
の
誕
生
」
や
「
班
の
分
割
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
後
も
こ
う
し
た
事
例
が
発
生
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、町
会
規
約
に
こ
の
様
な
場
合
の
明

確
な
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
今
総
会
の
重
要
案
件
と
し
て
、
総
会
出
席
調
査
（
出

席
＆
委
任
状
）
の
際
、
班
の
構
成
に
関
す
る
「
町
会
規
約
の

改
定
案
」
も
同
時
に
回
覧
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

※
出
席
調
査
は
３
／
15
ま
で
に
会
長
宛
報
告
と
し
ま
し
た
。 

 

二
、
会
計
監
査
実
施
の
件 

※
町
会
の
一
般
会
計
他
、各
会
計
の
監
査
の
時
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
日
程
を
３
月
11
日
（
日
）
13
時
〜
と
し
ま
し

た
。
町
会
長
以
下
、
各
会
計
担
当
が
出
席
し
ま
す
。 

※
監
査
員
は
、
前
年
度
の
町
会
長
と
会
計
担
当
で
す
。 

 

三
、
会
計
報
告 

※
上
志
津
消
防
団
に
対
す
る
負
担
金
と
し
て
、
下
期
分
を
22

万
400
円
支
払
い
ま
し
た
。 

※
尚
、同
消
防
団
の
活
動
を
町
会
会
員
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、

18
年
度
の
（
第
２
分
団
17
部
の
）
活
動
を
「
原
た
よ
り
」

に
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
下
段
に
掲
載
） 

 

四
、
定
期
総
会
に
向
け
て
臨
時
の
班
長
会
議 

３
月
24
日
（
土
）
19
時
〜
臨
時
班
長
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
・
・
・ 

総
会
資
料
の
確
認
と
レ
ジ
ュ
メ
作
成
。
及
び
総
会
当
日
の
段

取
り
の
打
ち
合
わ
せ
で
す
が
、
こ
の
日
を
１
年
間
の
役
員
手

当
て
支
払
い
日
に
し
ま
し
た
。（
印
鑑
持
参
） 

 

五
、
次
年
度
役
員
へ
の
職
務
の
引
継
ぎ 

 
  

定
期
の
班
長
会
議
は
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。
会
議
終 

了
後
、
恒
例
の
職
務
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
新
旧
の
同
一
担 

当
者
が
、
各
所
で
「
輪
」
に
な
っ
て
熱
心
に
引
継
ぎ
を
し
て 

い
ま
し
た
。           

 
 
 
 
         

…
以
上 

 

上
志
津
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て 

（
佐
倉
市
消
防
団
第
２
分
団
17
部
） 

 

地
域
住
民
で
組
織

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
持
ち
な
が
ら

火
災
や
災
害
が
発
生

す
る
と
、
消
防
署
と

連
携
し
消
防
・
防
災

活
動
を
各
担
当
地
区

に
お
い
て
従
事
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
上
志
津
原

地
区
担
当
消
防
活
動

は
次
の
通
り
で
す
。 

ア
、
地
震
後
の
巡
回 

イ
、
上
志
津
原
盆
踊
り
大
会
警
備
（
７
月
28
日
〜
29
日
） 

ウ
、
秋
季
火
災
予
防
運
動 

 
 

（
11
月
９
日
〜
15
日
） 

エ
、
歳
末
特
別
警
戒 

 
 
 
 

（
12
月
27
日
〜
30
日
） 

オ
、
春
季
火
災
予
防
運
動 

 
 

（
３
月
１
日
〜
７
日
） 

    

平
成
18
年
度
の 

会
計
監
査 

が
行
わ
れ
る 

 

３
月
11
日
午
後
１
時 

半
よ
り
は
ら
ト
ピ
ア
に 

お
い
て
、
上
志
津
原
町 

会
に
お
け
る
全
会
計
の 

監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

会
計
監
査
委
員
は
前
年 

度
の
町
会
長
と
会
計
係 

の
２
名
で
す
が
、
前
年 

度
会
計
係
が
転
出
さ
れ 

た
為
、
今
年
度
は
中
山 

前
町
会
長
お
一
人
で
や 

っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

（
監
査
開
始
直
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
・
自
治
会
館
運
営
委

な
ど
、
各
会
計
担
当
が
勢
揃
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
順
次
引
き
上
げ
ら
れ
、
取
材
に
行
っ
た
時
に
は
最
後

の
上
志
津
原
町
会
一
般
会
計
の
監
査
中
で
し
た
） 

参
考
＝
当
町
会
は
自
営
消
防
団
を
組
織
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
活
動
や
前
述
の
ア
〜
オ
の

業
務
を
、
上
志
津
消
防
団
に
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
。 

会計監査風景 

盆踊り大会で警備中の上志津消防団 
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★
副
町
会
長
（
自
治
会
館
担
当
・
防
犯
指
導
員
） 

東
地
区 

玉
木
１
班 

  

石
堂 

剛
史 

 

一
年
間
を
振
り

返
り
早
か
っ
た
よ

う
で
遅
く
、遅
か
っ

た
よ
う
で
早
く
と

い
う
感
じ
で
過
ぎ

て
み
れ
ば
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。 

皆
様
の
協
力
を

得
て
何
も
わ
か
ら

な
い
ま
ま
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、未

熟
な
が
ら
無
事
に

一
年
間
を
や
り
と

げ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。 

上
志
津
原
の
事

も
少
し
ず
つ
で
す
が
活
動
す
る
中
で
分
か
り
、
い
ろ
ん
な
方

と
の
ふ
れ
合
い
も
出
来
ま
し
た
。 

本
当
に
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

★
会
計
係 

 
 

南
地
区 

原
１
班 
  

濱
道 

ゆ
か
り 

  

今
年
度
は
会
長
が
決
ま
ら
ず
に
ク
ジ
引
き
と
な
り
、
不
安

な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
班
長
全
員
の
協
力
と
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
１
年
間
を
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。 

 

行
事
に
つ
い
て
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
予
定
通
り
に
行
え
た

事
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
特
に
盆
踊
り
と
運
動
会
は
例
年

よ
り
参
加
者
が
多
く
、
苦
労
し
て
準
備
し
た
か
い
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
子
供
の
姿
が
増
え
た
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
が

楽
し
み
で
す
。 

 

会
計
係
と
し
て
は
、
今
年
よ
り
佐
倉
市
か
ら
の
指
導
で
勘
定

科
目
が
変
更
と
な

り
、引
継
ぎ
当
初
は

と
ま
ど
う
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、支
出

は
ホ
ボ
予
算
ど
お

り
で
決
算
を
む
か

え
ら
れ
ま
し
た
。急

激
な
世
帯
数
の
増

加
に
伴
い
、町
会
費

の
収
入
が
増
え
ま

し
た
の
で
、来
年
度

は
各
事
業
費
の
予

算
を
増
額
し
ま
し

た
。よ
り
盛
ん
な
活

動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

  

一
昨
年
発
足
し
昨
年
承
認
さ
れ
た
「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
と
「
町
会
班
長
」
の
協
力
に
よ
り
、
新
班
が
２
つ
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
全
世
帯
が
町
会
に
加
入
さ
れ
て
、
町
会
行
事
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
少
の
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
光
ヶ

丘
と
栗
林
２
班
が
上
志
津
原
町
会
に
定
着
し
て
く
れ
た
事
が

と
て
も
う
れ
し
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
す
。 

 

来
年
度
は
益
々
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
現
住
民

の
生
活
を
守
り
、
新
し
い
住
民
の
た
め
に
環
境
を
整
え
て
新
班

を
設
立
さ
せ
る
事
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
班
長
の
皆
様

及
び
ま
ち
づ
く
り
委
員
の
方
に
は
ご
苦
労
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、「
よ
り
よ
い
上
志
津
原
」
に
な
る
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

古
く
か
ら
の
伝
統
を
残
し
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
町
会

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

     

平
成
17
年
度
の
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
「
原
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
も
１
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
委
員
会
設
立
の
き

っ
か
け
は
、
当
時
雨
後
の
竹
の
子
の
様
に
発
生
し
た
宅
地
開
発

に
よ
る
様
々
な
問
題
で
し
た
。 

此
の
開
発
行
為
に
よ
り
上
志
津
原
が
発
展
し
て
人
々
が
増
え
、

町
が
活
性
化
す
る
事
に
つ
い
て
は
大
歓
迎
で
す
が
、
無
秩
序
な

造
成
に
よ
り
近
隣
住
民
の
生
活
権
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
事

が
あ
っ
て
は
成
ら
な
い
事
で
す
。 

又
一
方
で
は
此
の
町
に
移
り
住
ん
で
く
る
方
々
の
事
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ム
ー
ズ
に
こ
の
町
に
溶
け
込
ん
で
、

安
心
し
て
生
活
し
て
頂
く
た
め
に
、
町
会
加
入
を
容
易
に
す
る

事
な
ど
を
第
一
目
標
に
掲
げ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

当
初
は
宅
地
造
成
等
、「
開
発
行
為
が
ど
の
様
な
経
緯
で
始
ま

っ
た
か
」
か
ら
始
ま
り
、
対
応
は
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。
佐

倉
市
（
行
政
）
及
び
開
発
業
者
と
の
話
し
合
い
と
共
に
、
開
発

地
域
の
皆
様
の
同
意
を
得
な
が
ら
何
と
か
事
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

そ
し
て
１
年
経
過
し
た（
実

動
は
１
年
６
ヶ
月
）
現
在
は
、

転
入
し
て
来
ら
れ
た
方
々
の

町
会
加
入
も
増
え
、ご
存
知
の

通
り
新
班
が
２
ヵ
所
誕
生
し

ま
し
た
。ト
ラ
ブ
ル
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、そ
の
都
度
関
係

方
面
と
折
衝
し
、近
隣
住
民
の

皆
様
の
納
得
も
得
て
現
在
は

全
て
が
解
決
し
て
い
ま
す
。 

た
だ
こ
の
後
も
宅
地
造
成

は
続
き
ま
す
し
、更
に
は
上
志

津
原
初
の
集
合
住
宅（
賃
貸
住

宅
）
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
住
宅
へ
の
入
居
者

は
一
般
に
定
住
性
が
低
く
自
治
会
へ
の
関
心
は
薄
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
従
っ
て
町
会
へ
の
加
入
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
町
会

が
始
め
て
経
験
す
る
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。
何
も
し
な
け
れ
ば

「
不
公
平
だ
」
等
と
、
不
平
不
満
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
賃
貸
住
宅
入
居
者
に
対
し
、
町
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な

処
遇
を
し
て
い
く
の
か
、
現
在
当
委
員
会
の
重
要
案
件
と
し
て

審
議
を
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
は
こ
の
様
な
宅
地
開
発
に

対
す
る
諸
問
題
が
主
力
で
し
た
が
、
今
後
は
こ
れ
等
開
発
問
題

も
含
め
、
町
会
全
体
の
諸
問
題
に
対
し
て
も
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

町
会
役
員
の
皆
様
と
力
を
併
せ
、
よ
り
住
み
良
い
町
に
な
る

様
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

町
会
員
皆
様
方
の
、
更
な
る
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

 

委
員
長 

中
山 

亜
茂 

森
の
茶
屋 

 
 今

年
度
最
後
の「
森
の
茶

屋
」
が
３
月
10
日
土
曜

日
（
13
時
30
分
〜
）
原

ト
ピ
ア
で
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

当
日
は
穏
や
か
な
晴

天
に
恵
ま
れ
、
20
人
程

の
人
が
来
店
し
、こ
の
日

の
メ
イ
ン
デ
ィ
ナ
ー
？

の
お
汁
粉
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が

ら
、桜
満
開
の
午

後
の
ひ
と
時
を

く
つ
ろ
ぎ
ま
し

た
。 こ

の
日
の
出

し
物
は「
筝
」（
こ

と
）の
演
奏
会
で

し
た
。中
志
津
の

筝
同
好
会（
ま
だ

サ
ー
ク
ル
の
名

前
が
無
い
そ
う

で
す
）の
皆
様
の

演
奏
に
、手
拍
子

や
馴
染
み
の
曲
で
は
合
唱
が
起
こ
り
、
和
や
か
で
楽
し
い
時

間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

中
志
津
の
皆

様
、
素
敵
な
筝

の
演
奏
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
蔭
様

で
平
安
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
な

お
花
見
が
で
き

ま
し
た
。 

そ
し
て
地
区

社
協
の
皆
様
、

ご
苦
労
様
で
し

た
。 

（ 

Ｍ 

） 

平
成
18
年
度
町
会
役
員 

 

▼
退
任
の
ご
挨
拶
▲ 

「原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」の
１
年 

真夏の夜の 

盆踊り大会 

秋の大運動会 

定例会風景（3/17） 

筝に聞き入る来店された方  々
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子供会ではバス遠足が楽し
かったです。将来はプロ野球の
選手になりたいです。 

大畑 將平 

ジェットコースターに乗っ
たことが思い出です。将来のこ
とはまだ決めていません。 

小池 航史 

子供会ではいろん
な行事があり、どれも
これも全部楽しかっ
たです。将来はピアノ
がひける職業になり
たいです。 

濱道 由実 

私は３年から（子供会に）
入りましたが、いろいろな
イベントがあり、とても楽
しかったです。また、子供
会を通じて今年は１年生と
も仲よくなれたので、とて
もうれしかったです。 
（＊^v^＊）今までありがと
うございました。 
将来の夢は『保育士』です。
理由は、去年の４月（６年
の４月）から１年生と遊ぶ
のが好きになり、又その後、
小さい（幼い）子供と遊ぶ
のが大好きだからです。 

宮内 里奈 

今まで子供会でやってきたコトぜん
ぶ楽しかったです！（特にバス遠足） 
将来は人が喜ぶ仕事をしたいです。
M^v^M           奥野 利紗 

子供会の思い出は、最後のディズニ
ーシーです！みんなでわいわいやれて
よかったと思います。将来の夢は、可
能性はないけど、できればまんが家で
す。         渡辺 絵里菜 

6年の最後の「デ
ィズニー」 皆で
楽しく遊んだ（笑）
タワー・オブ・テ
ラーが楽しかっ
た。将来はまだよ

く決まっていませ
んが、ファッショ
ン関係の職につき
たいです。   

石井 真帆 

子供会の思い出は、ディズ 

ニーシー    （の時の雨） 

将来はカメラマンになりたい
です。           金子 遥 

イエイ！ 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

 
 一

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
て 

 
 
 
 

子
供
会 

副
会
長 

 

松
尾 

晴
海 

  

役
員
を
引
き
受
け
た
最
初
は
、「
ど
う
し
ょ
う 

や
れ
る
か
な
あ
」
と
言
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
と
て
も
い
い
方
に
恵
ま
れ
、
と
て
も
楽
し

く
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

盆
踊
り
や
上
志
津
原
運
動
会
も
た
く
さ
ん
の

方
々
が
来
て
く
だ
さ
り
、
大
盛
況
で
終
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

お
話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
子
供
会
の

中
で
は
廃
品
回
収
に
関
す
る
仕
事
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
佐
倉
市
の
財
政
が
少
な
く
、
前

年
度
の
年
よ
り
も
廃
品
回
収
の
単
価
が
１
円
安

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
か
が
１
円
と
思

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
子
供

会
に
と
っ
て
は
と
て
も
厳
し
い
現
実
で
す
。
ま

た
市
で
の
回
収
が
３
月
で
な
く
な
る
の
で
、
１

軒
で
も
多
く
ご
協
力
頂
け
る
と
有
り
難
い
と
思

い
ま
す
。 

地
区
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
子
供
会

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
温
か
い
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
…
完
…
） 

 

今
年
も
入
学
・
卒
業
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
該
当
す
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き

な
節
目
で
、環
境
が
変
わ
る
不
安
が
あ
る
一
方
、

新
し
い
世
界
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
胸
の
と
き
め
く

時
期
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

上
記
の
入
学
・
卒
業
生
一
覧
を
見
る
と
、
ピ

カ
ピ
カ
の
１
年
生
の
何
と
多
い
事
か
、
何
し
ろ

南
志
津
小
学
校
で
今
年
の
１
年
生
は
、
半
分
以

上
が
「
上
志
津
原
の
子
供
」
だ
そ
う
で
す
。
上

志
津
原
の
将
来
は
前
途
洋
々
で
す
ね
。 

 

さ
て
上
志
津
原
の
子
供
会
は
、
小
学
校
を
卒

業
す
る
と
子
供
会
も
卒
業
（
退
会
）
で
す
。
退

会
に
当
っ
て
全
員
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
だ
け
で
も
「
原
の

宝
」
で
す
が
、
子
供
会
で
の
思
い
出
や
将
来
の

夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

羽ばたけ！ 
原の子供たち 

3月13日「はらトピア」横で 

写真は南志津小学校の教室前で撮ったものです 

 

 

加藤   玲 さん  吉野１班 

久保田優希 さん  栗林２班 

中原すず奈 さん   ３・４組 

渡辺 龍斗  君   原 １ 班 

江﨑 愛梨 さん  南原２班 

三浦   裕  君       〃 

工藤   夢 さん    〃 

坂本 姫菜 さん   〃 

佐藤 未悠 さん   〃 

坂  朱乃 さん  ５    組  

延藤奈央紀  君     〃 

川口 百恵 さん  八紘苑下 

糸井つぐみ さん  新 栄 台 

速水 直大  君    〃 

田中  らん さん    〃 

田村 綺羅 さん  商 店 街 

秋津 知見 さん      〃 

大須賀 皓  君   八絋苑上 

山本   結 君  光 ヶ 丘 

藤原たつお 君    〃 

中原 明音 さん   〃 

船木 結衣 さん  玉木1班 

秋山 まり さん  東    邦 

武田 梨花 さん      〃 

石井 真帆 さん  商 店 街 

宮内 里奈 さん  玉木２班 

赤平  歩 さん  光 ヶ 丘 

高橋 尚也 君    〃 

金子  遥 さん  栗林２班 

大畑 將平 君  ２ 組 西 

濱道 由実 さん  原 １ 班 

渡辺絵里菜 さん     〃 

奥野 利紗 さん  南原２班 

小池 航史 君    〃 

田中真里奈 さん  ９    組 
吉田奈央美 さん   八紘苑下 
松尾  澪 さん  新 栄 台 

松浦 孝則  君    商 店 街 
藤崎 功祐 君  玉木1班 
植木 知実  君   玉木２班 
山田 優樹  君   吉野１班 
時枝千奈美 さん  ２ 組 西 
浅野由香理 さん  原 １ 班 

西田 元樹 君   南原１班 
廣川 未央 さん   〃 
江﨑 将梧  君   南原２班 
丸田沙智子 さん   １０ 組 
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み
春
野
橋 

    

橋
の
本
体
は
昨
年
５
月
に 

完
成
し
て
い
ま
す
が
、
現
在 

道
路
の
取
り
付
け
工
事
を
し 

て
い
ま
す
。
現
場
に
い
た
人 

に
聞
く
と
「
完
成
予
定
日
は 

３
月
25
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、 

大
幅
に
遅
れ
て
開
通
は
５
月 

に
な
り
そ
う
で
す
。」
と
言
う 

事
で
し
た
。 

 
 
 
 

 

現
在
、
仮
設
の
迂
回
道
路 

を
通
行
し
て
い
ま
す
が
、
道 

幅
が
極
端
に
狭
く
急
カ
ー
ブ 

で
す
。
ご
用
心
を
。 

（
Ｍ
） 

   
 

 
 

                  

                                          

                                          
 
 

                          [

編
集
後
記]

 

変
え
る
勇
気 

今
年
も
年
度
替
り
に
な
り
、
町
会
が
何
か
と
あ
わ
た
だ
し

い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
19
年
度
の
役
員
さ
ん
も
決
ま
り
、

早
く
も
活
動
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
こ
の
町
が
様
変
わ
り
し
そ
う
で
す
。
嘗
て
こ
の

町
が
経
験
し
た
事
の
な
い
賃
貸
住
宅
が
70
世
帯
も
建
設
さ

れ
、
今
年
度
中
に
は
大
挙
転
入
さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
町

会
運
営
は
益
々
や
や
こ
し
く
、
町
会
シ
ス
テ
ム
を
改
革
し
な

け
れ
ば
、
こ
の
先
対
応
で
き
な
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

「変
え
る
勇
気
」を
、
19
年
度
中
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

と
こ
ろ
で
広
報
は
「変
え
る
勇
気
」を
決
行
し
ま
し
た
。
今

ま
で
、
「原
た
よ
り
」の
発
行
責
任
者
は
広
報
係
で
し
た
が
、

如
何
み
て
も
変
で
、
今
号
か
ら
上
志
津
原
町
会
長
名
に
し
ま

し
た
。
ご
確
認
下
さ
い
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
年
１
年

間
の
ご
愛
読
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（広
報
担
当
） 

・・・お
知
ら
せ
・・・ 

…
転 

入
…
「
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
」 

東
地
区 

光
ヶ
丘
班 

 

木
村
ま
さ
子 

さ
ん 

東
地
区 

光
ヶ
丘
班 

 

新
川 

大
成 

さ
ん 

 

…
子
供
会
よ
り
… 

廃
品
回
収
収
益
報
告 

       

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

…
祝
日
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
… 

平
成
19
年
か
ら
は
、 

４
月
29
日
は
「
み
ど
り
の
日
」
か
ら
「
昭
和
の
日
」

に
、
５
月
４
日
は
「
国
民
の
日
」
か
ら
「
み
ど
り
の
日
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

12月＝11,295円 

１月＝ 8,755円 

２月＝ 6,495円 

合計＝26,545円 

子供会模擬店（盆踊り） 

我
輩
は
バ
シ
リ
ス
ク
で
あ
る 

 
 

我
輩
の
事
を
１
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
（
ダ

ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
）
で
放
送
さ
れ
た
の
で
知

っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
う
。
こ
の
時
我
輩

の
姿
を
見
て
大
笑
い
し
た
上
志
津
原
の
何

と
か
と
言
う
馬
鹿
者
が
い
た
の
で
、
今
日
は

我
輩
の
凄
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
や
る
。 

先
ず
我
輩
の 

ご
尊
顔
を
仰
げ
。 

凛
々
し
い
顔
立 

ち
だ
ろ
う
が
。 

我
輩
の
凄
い
と 

こ
ろ
は
顔
だ
け 

で
は
な
い
。 

最
も
注
目
さ 

れ
る
の
は
並
外 

れ
た
身
体
能
力
で
あ
る
。
何
し
ろ
我
輩
は
２

足
歩
行
で
水
の
上
を
走
る
こ
と
が
出
来
る
。 

水
面
を
走
る
の
は
ア
メ
ン
ボ
だ
っ
て
出

来
る
が
、
あ
い
つ
ら
は
吹
け
ば
飛
ぶ
ほ
ど
の

軽
さ
で
、
水
面
に
た
だ
浮
か
ん
で
い
る
だ
け

だ
。
そ
こ
へ
い
く
と
我
輩
の
体
長
は
１
㍍
に

達
し
、
日
本
に
い
る
ト
カ
ゲ
よ
り
は
る
か
に

大
き
く
て
重
い
。
こ
の
体
重
を
２
本
の
足
だ

け
で
水
面
上
を
走
れ
る
の
は
、
自
慢
じ
ゃ
あ

な
い
が
我
輩
の
仲
間
だ
け
よ
。 

我
輩
が
水
の
上
を
走
る
要
領
は
な
、
右
足

が
沈
む
前
に
左
足
を
出
し
、
左
足
が
沈
む
前

に
又
右
足
を
出
す
だ
け
の
事
だ
。
簡
単
な
理

屈
だ
ろ
う
が
。
我
輩
の
足
に
水
掻
き
が
つ
い

て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
理
論
的
に
は
人

間
も
出
来
る
そ
う
だ
。
ど
う
だ
や
っ
て
み
る

か
？ 

100
ｍ
を
３
秒
で
走
る
ス
ピ
ー
ド
が

あ
れ
ば
可
能
だ
と
、
大
学
の
先
生
が
言
っ
て

い
た
。
下
は
我
輩
の
走
る
様
子
の
写
真
で
あ

る
。
ボ
ケ
て
い
る
の
は
高
速
度
カ
メ
ラ
で
も

捕
ら
え
き
れ
な
い
程
の
ス
ピ
ー
ド
だ
か
ら

で
あ
る
。
ど
ん
な
も
ん
だ
！
分
っ
た
か
？ 

               

何
だ
と
！
「
エ
リ
マ
キ
ト
カ

ゲ
」
に
似
て
い
る
だ
と
？ 

馬
鹿

者
！
あ
い
つ
は
砂
漠
の
熱
い
砂

の
上
で
た
だ
「
ア
チ
ア
チ
」
も
が 

い
て
い
る
だ
け
だ
！ 

 

（
完
） 

ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス 

中
央
フ
ー
ズ
か
ら
、
み
春

野
団
地
に
通
じ
る
道
路

の
、
勝
田
川
に
架
か
る
橋 

昨
今
、
い
じ
め
に
耐
え
ら
れ

ず
自
殺
す
る
小
・
中
学
生
の
何

と
多
い
事
か
。
死
ぬ
事
で
苦
痛
か

ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
子
供
た

ち
、
か
け
が
え
の
無
い
わ
が
子

を
失
っ
た
親
御
さ
ん
、
そ
の
悔
し

さ
や
心
情
を
思
う
と
傷
ま
し
く

て
胸
が
詰
ま
り
ま
す
。 

今
朝
（３
／
17
）の
毎
日
新
聞

に
「自
殺
の
サ
イ
ン
見
逃
さ
な
い

で
」と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。 

文
部
科
学
省
の
検

討
会
が
、
教
師
を
対
象
に
し
た

自
殺
予
防
教
育
や
自
殺
の
実
態

把
握
の
た
め
の
体
制
整
備
な

ど
、
た
だ
ち
に
実
施
す
べ
き
対

策
を
報
告
書
に
ま
と
め
た
。 

と

い
う
内
容
の
記
事
で
し
た
。 

報
告
書
に
は
自
殺
直
前
の
サ

イ
ン
と
し
て
「こ
れ
ま
で
に
関
心

が
あ
っ
た
事
柄
に
興
味
を
失
う
」

「
注
意
を
集
中
し
て
い
ら
れ
な

い
」な
ど
の
突
然
の
変
化
を
は
じ

め
、
「
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
い
た

い
」な
ど
の
自
殺
の
ほ
の
め
か
し

や
、
「大
切
な
持
ち
物
を
友
人
に

あ
げ
る
」
と
い
う
様
な
別
れ
の

用
意
な
ど
、
自
殺
を
未
然
に
防

ぐ
観
察
の
要
点
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

学
校
に
よ
っ
て
は
い
じ
め
に
関

す
る
「
相
談
窓
口
」や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
置
く
と
こ
ろ
も
あ
る
様

で
す
。
今
と
な
っ
て
は
そ
の
対
策

も
必
要
で
し
ょ
う
。
で
も
、
い
じ

め
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
き
て
い 

な
い
の
か
？
そ
の
検
証
が
足
り

な
い
様
な
気
が
し
ま
す
。 

 
 

昔
も
い
じ
め
は
あ
り
ま
し

た
。
50
数
年
前
、
私
も
い
じ
め

た
事
が
あ
り
ま
す
し
、
い
じ
め

ら
れ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
そ
の
当
時
の
い
じ
め
と
今
の

い
じ
め
は
違
う
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
陰
湿
さ
に
加
え
て
執
拗

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
今
の

い
じ
め
だ
と
思
う
の
で
す
。 

 

何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
？
私

は
「卑
怯
と
言
う
人
と
し
て
最
も

恥
ず
べ
き
行
為
」が
、
大
人
を
含

め
て
平
気
で
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
卑
怯
と
そ

う
で
な
い
行
為
の
区
別
す
ら
解

ら
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私
達
の
頃
は
武
器
（
ナ
イ
フ
や

石
）を
使
っ
た
り
噛
み
付
い
た
り

は
卑
怯
で
、
そ
れ
で
喧
嘩
に
勝
っ 

た
と
し
て
も
卑
怯
者
と
し
て
蔑

ま
さ
れ
る
風
潮
が
あ
っ
た
の
で

す
。
集
団
で
や
っ
つ
け
る
な
ど
は

勿
論
の
事
で
し
た
。 

そ
の
集
団
に
や
っ
つ
け
ら
れ

た
事
が
私
に
も
あ
り
ま
し
た
。

山
の
中
で
麻
袋
を
被
せ
ら
れ
、

地
べ
た
に
転
が
さ
れ
、
５
〜
６
人

に
ボ
カ
ス
カ
蹴
ら
れ
た
の
で

す
。
私
が
こ
の
悪
が
き
集
団
の

仲
間
に
な
る
の
を
拒
否
し
た
為

で
し
た
。
勿
論
こ
の
後
も
仲
間

に
入
る
こ
と
を
拒
否
し
ま
し
た

が
、
暴
行
は
２
度
と
受
け
ま
せ

ん
で
し
た
。 

何
故
か
？ 

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

こ
の
事
件
が
外
に
漏
れ
て
、
周
囲

か
ら
注
意
さ
れ
た
か
ら
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
に
は
こ
の

連
中
に
も
集
団
で
殴
る
こ
と
が

卑
怯
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
て
い
て 

私
に
制
裁
を
加
え
る
た
め
に
一

度
は
や
っ
た
が
、
執
拗
に
続
け
る

気
な
ど
最
初
か
ら
無
か
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

が
卑
怯
を
知
り
自
制
で
き
た
昔

と
、
今
の
い
じ
め
の
違
う
と
こ
ろ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

大
勢
で
一
人
を
や
っ
つ
け
る
事

は
文
句
な
し
に
卑
怯
で
す
。
仮
に

い
じ
め
ら
れ
る
子
が
性
格
の
捻

じ
曲
が
っ
た
大
嘘
つ
き
で
、
い
じ

め
る
側
の
子
が
清
く
正
し
く
美

し
く
て
も
、
で
す
。 

大
勢
側
に
付
和
雷
同
し
「一
緒

に
な
っ
て
弱
い
者
い
じ
め
す
る
奴

は
、
（
嘘
つ
き
以
上
の
）
ク
ズ
人

間
」だ
と
い
う
事
を
、
「卑
怯
は
人

と
し
て
最
も
軽
蔑
さ
れ
る
行
為
」

だ
と
い
う
事
を
、
徹
底
的
に
教
え

込
む
べ
き
だ
・・・と
私
は
思
う
の

で
す
。  

 
 
[

原
の
黙
鼓
子] 

持
論
公
論 

 

い
じ
め
自
殺
に
思
う 
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